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（木曜日）

第 451 号

条　　　　　例

職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 四 号

職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

職 員 定 数 条 例 ︵ 昭 和 二 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

四 　 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 ︵ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ︶ 第 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 育 児 休 業 を し て い る 者

附 　 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し
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名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号

名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 整 備 事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 ︵ 昭 和 四 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 十 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 項 中 ﹁ 平 成 二 十 一 年 度 ﹂ を ﹁ 平 成 二 十 八 年 度 ﹂ に 改 め 、 同 項 の 表 中 ﹁ 約 一 、 〇 八 六 万 平 方 メ ー ト ル ﹂ を ﹁ 約 一 、

〇 九 六 万 平 方 メ ー ト ル ﹂ に 改 め る 。

附 　 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号

名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 部 局 組 織 規 則 ︵ 平 成 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 一 項 中 を に 改 め る 。

第 二 条 第 八 号 中 ﹁ 事 業 担 当 ﹂ を ﹁ 環 境 担 当 ﹂ に 、 ﹁ 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 事 業 担 当 ﹂ に 改 め る 。

第 四 条 第 一 号 中 ﹁ 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 環 境 担 当 ﹂ に 改 め 、 同 条 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 第 四 号 を 第

三 号 と し 、 第 五 号 を 第 四 号 と し 、 第 六 号 を 削 り 、 第 七 号 を 第 五 号 と す る 。

第 六 条 を 削 る 。

第 五 条 第 一 号 中 ﹁ ︵ 環 境 保 全 セ ン タ ー の 主 管 に 属 す る こ と を 除 く 。 ︶ ﹂ を 削 り 、 同 条 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と

し 、 第 四 号 を 削 り 、 第 五 号 を 第 三 号 と し 、 第 六 号 を 第 四 号 と し 、 同 条 を 第 六 条 と し 、 第 四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

︵ 環 境 担 当 の 事 務 ︶

第 五 条 環 境 担 当 に お い て は 、 次 の 事 務 を つ か さ ど る 。

一 港 湾 環 境 整 備 施 設 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 関 す る 施 設 の 整 備 に 係 る 基 本 計 画 に 関 す る こ と 。

二 　 地 球 温 暖 化 対 策 の 実 行 計 画 に 関 す る こ と 。

三 　 環 境 管 理 シ ス テ ム に 関 す る こ と 。

四 　 エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 係 る 計 画 の 作 成 及 び 報 告 に 関 す る こ と 。

五 　 港 湾 区 域 内 の 水 質 そ の 他 港 湾 の 環 境 の 保 全 に 係 る 調 査 に 関 す る こ と 。

六 　 出 願 工 事 の 環 境 保 全 審 査 に 関 す る こ と 。

七 　 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 害 防 止 事 業 費 負 担 審 議 会 に 関 す る こ と 。

八 　 公 害 防 止 事 業 費 事 業 者 負 担 金 に 関 す る こ と 。

第 十 七 条 第 二 号 中 ﹁ 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 企 画 調 整 室 環 境 担 当 ﹂ に 改 め る 。

第 二 十 九 条 第 二 項 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー に 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 及 び 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン

タ ー 副 所 長 ﹂ を 削 る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 規 則 ︵ 昭 和 三 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 印 の 項 を 削 る 。

︵ 管 理 職 手 当 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条 管 理 職 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 管 理 者 の 事 務 部 局 の 項 中 ﹁ 並 び に 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

︵ 職 員 の 職 の 設 置 に 関 す る 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条 職 員 の 職 の 設 置 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 四 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 二 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 の 項 及 び 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 副 所 長 の 項 を 削 る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 政 策 経 営 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号

名 古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 政 策 経 営 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則

︵ 設 置 ︶

第 一 条 名 古 屋 港 に お け る 港 湾 行 政 の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 運 営 を 図 る た め 、 地 方 自 治 法 ︵ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ︶ 第

百 七 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 本 組 合 の 港 湾 政 策 及 び 港 湾 経 営 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 を 行 い 、 管 理 者 に 提 言 す る 名

古 屋 港 管 理 組 合 港 湾 政 策 経 営 ア ド バ イ ザ ー ︵ 以 下 ﹁ ア ド バ イ ザ ー ﹂ と い う 。 ︶ 若 干 人 を 置 く 。

﹂

環 境 担 当

事 業 担 当

﹁

﹂

事 業 担 当

環 境 保 全 セ ン タ ー

﹁

規　　　　　則
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２ 　 ア ド バ イ ザ ー は 、 港 湾 政 策 及 び 港 湾 経 営 に 関 し て 専 門 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 管 理 者 が 任 命 す る 。

３ 　 ア ド バ イ ザ ー の 任 期 は 、 一 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

︵ 庶 務 ︶

第 二 条 　 ア ド バ イ ザ ー に 関 す る 庶 務 は 、 企 画 調 整 室 に お い て 処 理 す る 。

︵ 委 任 ︶

第 三 条 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

名 古 屋 港 景 観 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号

名 古 屋 港 景 観 ア ド バ イ ザ ー の 設 置 に 関 す る 規 則

︵ 設 置 ︶

第 一 条 名 古 屋 港 に 優 れ た 景 観 を 整 備 す る こ と を 通 し て 、 親 し ま れ る 港 づ く り を 推 進 す る た め 、 地 方 自 治 法 ︵ 昭 和 二 十 二 年

法 律 第 六 十 七 号 ︶ 第 百 七 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 名 古 屋 港 の 景 観 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 を 行 い 、 管 理 者 に 提 言 す

る 名 古 屋 港 景 観 ア ド バ イ ザ ー ︵ 以 下 ﹁ ア ド バ イ ザ ー ﹂ と い う 。 ︶ 若 干 人 を 置 く 。

２ 　 ア ド バ イ ザ ー は 、 デ ザ イ ン に 関 し て 専 門 知 識 及 び 経 験 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 管 理 者 が 任 命 す る 。

３ 　 ア ド バ イ ザ ー の 任 期 は 、 一 年 以 内 と す る 。 た だ し 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

︵ 庶 務 ︶

第 二 条 ア ド バ イ ザ ー に 関 す る 庶 務 は 、 企 画 調 整 室 に お い て 処 理 す る 。

︵ 委 任 ︶

第 三 条 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号

勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 二 項 中 ﹁ 四 日 を 一 単 位 ﹂ を ﹁ 一 日 を 八 時 間 ﹂ に 、 ﹁ 一 単 位 に つ き 三 十 一 時 間 の ﹂ を ﹁ 当 該 年 次 に お い て 五 日 を 超

え な い 範 囲 内 で ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ の 日 数 が 四 日 に 満 た な い ﹂ を ﹁ が な い ﹂ に 改 め 、 同 項 後 段 を 削 る 。

第 八 条 第 二 項 中 ﹁ 第 三 条 第 二 項 及 び 第 四 項 の 規 定 を 準 用 す る ﹂ を ﹁ 四 日 を 一 単 位 と し て 利 用 す る も の と す る ﹂ に 改 め 、 同

項 後 段 を 次 の よ う に 改 め る 。

こ の 場 合 に お い て 、 一 単 位 に つ き 三 十 一 時 間 の 無 給 休 暇 を 利 用 す る こ と が で き る 。

第 八 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３ 　 第 三 条 第 四 項 の 規 定 は 、 前 項 の 場 合 に お い て 準 用 す る 。

第 九 条 第 一 項 中 ﹁ 別 記 様 式 第 七 ﹂ の 下 に ﹁ 又 は 別 記 様 式 第 八 ﹂ を 加 え 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３ 　 臨 時 休 暇 の 時 間 単 位 の 利 用 に つ い て は 、 前 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

第 九 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

︵ 電 磁 的 記 録 に よ る 手 続 ︶

第 九 条 の 二 第 一 条 の 三 、 第 二 条 の 三 第 一 項 、 第 三 条 の 二 第 一 項 、 第 五 条 の 二 第 一 項 及 び 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 振 替 命

令 簿 、 代 日 休 暇 簿 、 年 次 休 暇 簿 、 特 別 休 暇 簿 及 び 臨 時 休 暇 簿 に よ る こ と と さ れ て い る 手 続 に つ い て は 、 こ れ ら の 規 定 に か

か わ ら ず 、 そ れ ぞ れ に 規 定 す る 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に

よ つ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ に よ り 行 う こ と が で き る 。

第 十 条 の 見 出 し を ﹁ ︵ 出 勤 等 の 記 録 ︶ ﹂ に 改 め 、 同 条 第 一 項 中 ﹁ 出 勤 簿 に よ つ て ﹂ を ﹁ 記 録 し て ﹂ に 改 め 、 同 条 第 二 項 を 削

り 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

︵ 委 任 ︶

第 十 一 条 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 管 理 者 が 定 め る 。

別 記 様 式 第 三 中 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 、 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 改 め る 。

別 記 様 式 第 四 中 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 改 め る 。

別 記 様 式 第 七 中 ﹁ ﹂ を
﹁

﹂
に 改 め 、 同 様 式 の 次 に

、承認印欄及び休暇年月日欄に斜線を引き、備考欄に「時間単位の臨時休暇取得（４日）」と記入

する。

注　時間単位で臨時休暇を取得する場合には

すること。

備考　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４と

備考　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。

８時間31時間

１日４日承認印欄及び休暇年月日欄休暇年月日欄
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次 の 一 様 式 を 加 え る 。
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附 　 則

︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

︵ 経 過 措 置 ︶

２ 平 成 二 十 一 年 度 に 付 与 さ れ た 年 次 休 暇 の う ち 、 同 年 度 に 利 用 し な か っ た 時 間 単 位 の 年 次 休 暇 が あ る 職 員 は 、 七 時 間 四 十

五 分 を も っ て 一 日 と 換 算 し た 日 数 ︵ 換 算 後 に 七 時 間 四 十 五 分 に 満 た な い 端 数 が あ る と き は 、 当 該 日 数 と 端 数 を 時 間 単 位 に

切 り 上 げ た 時 間 数 ︵ 当 該 時 間 数 が 八 時 間 と な る と き は 一 日 と す る 。 ︶ の 合 計 ︶ を 、 平 成 二 十 二 年 度 に 限 り 利 用 す る こ と が

で き る 。
┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 八 号

職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

職 務 に 専 念 す る 義 務 の 免 除 基 準 に 関 す る 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 第 三 号 中 ﹁ 別 に 定 め る 日 数 ﹂ の 下 に ﹁ ︵ 時 間 単 位 で 職 務 に 専 念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る こ と が で き る も の と し 、

一 日 の 勤 務 時 間 の 一 部 に つ い て 時 間 単 位 で 免 除 さ れ る 場 合 に あ つ て は 一 日 の 職 務 に 専 念 す る 義 務 を 免 除 さ れ る も の と み な

す 。 ︶ ﹂ を 加 え る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 及 び 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号

名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 及 び 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 表 彰 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 第 一 項 中 ﹁ 又 は 表 彰 状 及 び 金 品 ﹂ を 削 り 、 同 項 に 後 段 と し て 次 の よ う に 加 え る 。

こ の 場 合 に お い て 、 記 念 品 を 併 せ て 授 与 す る こ と が で き る 。

第 七 条 第 二 項 中 ﹁ 又 は 表 彰 状 及 び 金 品 ﹂ を ﹁ 及 び 記 念 品 ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 第 十 二 条 ﹂ を ﹁ 第 二 条 の 二 第 一 項 か

ら 第 三 項 ま で ﹂ に 改 め る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 永 年 勤 続 職 員 表 彰 規 則 ︵ 平 成 二 十 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 七 条 第 三 項 中 ﹁ 第 十 二 条 ﹂ を ﹁ 第 二 条 の 二 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で ﹂ に 改 め る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

給 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 号

給 与 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

給 与 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 八 条 の 二 第 五 項 中 ﹁ 百 分 の 十 七 ﹂ を ﹁ 百 分 の 十 八 ﹂ に 改 め る 。

第 十 五 条 第 五 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

５ 条 例 第 十 四 条 第 三 項 に 規 定 す る ﹁ 管 理 者 が 定 め る 時 間 ﹂ と は 、 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 超 過 勤 務 手 当 が 支 給 さ れ た 時 間 と

す る 。

第 十 五 条 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

７ 条 例 第 十 四 条 第 四 項 に 規 定 す る ﹁ 正 規 の 勤 務 時 間 を 超 え て し た 勤 務 の 時 間 ﹂ と は 、 同 条 第 一 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 勤

務 の 時 間 を い う 。

８ 条 例 第 十 四 条 第 四 項 に 規 定 す る 超 過 勤 務 手 当 の 額 は 、 次 に 掲 げ る 額 の 合 計 額 と す る 。

一 条 例 第 十 四 条 第 一 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 超 過 勤 務 手 当 ︵ 一 箇 月 に つ い て 六 十 時 間 を 超 え て 勤 務 し た 時 間 に 対 し て 支

給 す る も の に 限 る 。 ︶ の 額

二 一 箇 月 に つ い て 六 十 時 間 を 超 え て 勤 務 し た 時 間 に 対 し て 、 勤 務 一 時 間 に つ き 、 一 時 間 当 た り の 給 与 額 に 百 分 の 二 十 五

を 乗 じ て 得 た 額

第 十 五 条 の 二 第 二 項 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 次 項 に 掲 げ る 割 合 ﹂ を ﹁ 百 分 の 百 ﹂ に 改 め 、

同 条 第 四 項 を 削 る 。

第 十 八 条 の 二 第 一 項 中 ﹁ 命 ず る と き は 、 管 理 者 の 定 め る 時 間 外 等 勤 務 命 令 書 又 は 週 休 日 勤 務 命 令 書 に よ ら な け れ ば な ら な

い ﹂ を ﹁ さ せ る と き は 、 あ ら か じ め 命 令 を 発 す る も の と す る ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 第 一 項 に 規 定 す る 時 間 外 等 勤 務 命 令
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書 若 し く は 週 休 日 勤 務 命 令 書 又 は 週 超 過 勤 務 手 当 精 算 簿 を ﹂ を ﹁ 別 に 定 め る 様 式 ︵ 当 該 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電

磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ つ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ を 含

む 。 ︶ に よ り ﹂ に 改 め る 。

第 十 八 条 の 四 第 七 項 を 削 る 。

第 二 十 条 第 三 項 を 削 る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

住 居 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 一 号

住 居 手 当 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

住 居 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 六 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 第 三 項 を 削 り 、 第 四 項 を 第 三 項 と す る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

特 殊 勤 務 手 当 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 二 号

特 殊 勤 務 手 当 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

︵ 特 殊 勤 務 手 当 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 特 殊 勤 務 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 九 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 第 一 項 を 削 り 、 第 二 項 を 第 一 項 と し 、 第 三 項 を 削 り 、 同 条 第 四 項 中 ﹁ 第 二 項 ﹂ を ﹁ 前 項 ﹂ に 改 め 、 同 項 を 同 条

第 二 項 と す る 。

第 五 条 中 ﹁ と こ ろ ﹂ を ﹁ 様 式 ︵ 当 該 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の

知 覚 に よ つ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ を 含 む 。 ︶ ﹂ に 改 め る 。

︵ 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 規 則 ︵ 平 成 四 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 中 ﹁ 様 式 に 記 入 ﹂ を ﹁ 様 式 ︵ 当 該 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他

人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ を 含 む 。 ︶ に 記 載 又 は 記 録 ﹂ に 改 め る 。

︵ 宿 日 直 手 当 規 則 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条 宿 日 直 手 当 規 則 ︵ 平 成 十 五 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 一 項 中 ﹁ 命 ず る と き は 、 管 理 者 の 定 め る 宿 日 直 勤 務 命 令 書 に よ ら な け れ ば な ら な い ﹂ を ﹁ さ せ る と き は 、 あ ら

か じ め 命 令 を 発 す る も の と す る ﹂ に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 第 一 項 に 規 定 す る 宿 日 直 勤 務 命 令 書 を ﹂ を ﹁ 別 に 定 め る 様 式

︵ 当 該 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が

で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ を 含 む 。 ︶ に よ り ﹂ に 改 め る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

管 理 職 手 当 の 特 例 に 関 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 三 号

管 理 職 手 当 の 特 例 に 関 す る 規 則

管 理 職 手 当 規 則 ︵ 昭 和 四 十 一 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ 別 表 に 掲 げ る 職 に あ る 職 員 の 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 平

成 二 十 三 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 管 理 職 手 当 の 額 は 、 同 規 則 第 三 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 条 各 号 に 掲 げ る 額 か ら

当 該 額 に 百 分 の 三 十 を 乗 じ て 得 た 額 を 減 じ た 額 と す る 。 た だ し 、 給 与 条 例 ︵ 昭 和 二 十 七 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 条 例 第 五 号 ︶ 第

十 条 の 二 に 規 定 す る 地 域 手 当 の 額 の 算 定 の 基 礎 と な る 管 理 職 手 当 の 額 は 、 同 規 則 第 三 条 各 号 に 掲 げ る 額 と す る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

旅 費 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 四 号

旅 費 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則
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旅 費 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 二 十 八 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 第 二 項 中 ﹁ 旅 行 依 頼 簿 ︵ ﹂ の 下 に ﹁ 同 様 式 に 記 載 す べ き 事 項 を 記 録 し た 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の

他 人 の 知 覚 に よ つ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 ︶ を 含 む 。 ﹂ を 加 え る 。

第 十 九 条 中 ﹁ 第 三 条 第 六 項 ﹂ の 下 に ﹁ 、 第 六 条 第 一 項 ︵ 支 度 料 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ︶ 及 び 第 十 二 項 ﹂ を 、 ﹁ 同 項 第 四 号 ﹂

の 下 に ﹁ 、 第 三 十 九 条 ﹂ を 加 え 、 同 条 の 表 第 三 十 四 条 第 一 項 第 一 号 イ の 項 中 ﹁ 第 六 条 第 一 項 第 十 号 ﹂ を ﹁ 第 六 条 第 一 項 第 十

一 号 ﹂ に 改 め る 。

別 表 第 三 中 ﹁ ﹂ の 次 に ﹁ ﹂ を 加 え 、 ﹁ ﹂ を 削 る 。

別 記 様 式 を 次 の よ う に 改 め る 。

附 　 則

こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を 公 布 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 十 五 号

名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 ︵ 昭 和 三 十 九 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 十 七 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

︵ 履 行 延 期 の 特 約 等 ︶

第 三 十 七 条 令 第 百 七 十 一 条 の 六 の 規 定 に よ り 履 行 期 限 を 延 長 す る 特 約 又 は 処 分 ︵ 以 下 ﹁ 履 行 延 期 の 特 約 等 ﹂ と い う 。 ︶ を

す る と き は 、 債 務 者 か ら の 書 面 に よ る 申 請 に 基 づ い て 行 う も の と す る 。

２ 履 行 延 期 の 特 約 等 を す る 場 合 に は 、 当 該 履 行 期 限 ︵ 履 行 期 限 後 に 履 行 延 期 の 特 約 等 を す る 場 合 に は 、 当 該 履 行 延 期 の 特

約 等 を す る 日 ︶ か ら 五 年 ︵ 令 第 百 七 十 一 条 の 六 第 一 項 第 一 号 又 は 第 五 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 十 年 ︶ 以 内 に お い て 、 当 該 延

長 に 係 る 履 行 期 限 を 定 め な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 さ ら に 履 行 延 期 の 特 約 等 を す る こ と を 妨 げ な い 。

３ 履 行 延 期 の 特 約 等 を す る 場 合 に は 、 担 保 を 提 供 さ せ 、 か つ 、 当 該 債 権 の 金 額 に 対 し 年 五 パ ー セ ン ト の 延 納 利 息 を 付 す る

も の と す る 。 た だ し 、 管 理 者 が 必 要 と 認 め た と き は 、 担 保 の 提 供 を 免 除 し 、 又 は 延 納 利 息 を 付 さ な い こ と が で き る 。

４ 　 履 行 延 期 の 特 約 等 を す る 場 合 に は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 内 容 と す る 条 件 を 付 す る も の と す る 。

一 当 該 債 権 の 保 全 上 必 要 が あ る と き は 、 債 務 者 又 は 保 証 人 に 対 し 、 そ の 業 務 又 は 資 産 の 状 況 に 関 し て 質 問 し 、 帳 簿 書 類

そ の 他 の 物 件 を 調 査 し 、 又 は 参 考 と な る べ き 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と 。

二 債 務 者 の 資 力 の 状 況 の 変 化 が あ つ た と き そ の 他 別 に 定 め る 場 合 に は 、 当 該 債 権 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 、 当 該 延 長 に

係 る 履 行 期 限 を 繰 り 上 げ る こ と が で き る こ と 。

５ 第 三 項 の 延 納 利 息 の 額 の 計 算 に つ い て の 年 当 た り の 割 合 は 、 閏
じ ゆ ん

年 の 日 を 含 む 期 間 に つ い て も 、 三 百 六 十 五 日 当 た り の

、西加茂郡、みよし市、あま市弥富市

別記様式（第１条関係）

旅行命令（依頼）簿

備考

１ 本組合の船若しくは車で旅行する場合又は航空旅行の場合には、摘要欄に当該旅行区間を明らかにしてその旨を記

入すること。

２　旅行命令等を変更する場合は、朱書すること。

命

令

権

者

及

び

関

与

者

管　　　理　　　者

副 管 理 者

部　　　長　　　級

次　　　長　　　級

所 属 課 （ 所 ） 長

予 算 主 管 課 長

用　　　　　　　　　　　務

用　　　　　務　　　　　先

旅　　　行　　　期　　　間

月　　　日から

月　　　日まで

日間

印

摘　　　　　　　　　　　要

旅　　　　　行　　　　　者

職 氏 名 （ 印 ）
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名古屋港管理組合告示第５号

平成22年３月定例名古屋港管理組合議会で認定された平成20年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算の要領は、次

のとおりである。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

平成20年度名古屋港管理組合一般会計歳入歳出決算

歳　　　　　入

第１款　分担金及び負担金 9,519,943,357円

第１項　負担金 9,519,943,357円

第２款　使用料及び手数料 7,177,561,592円

第１項　使用料 7,177,532,492円

第２項　手数料 29,100円

第３款　国庫支出金 1,125,840,000円

第１項　国庫負担金 1,125,840,000円

第４款　財産収入 5,486,329,064円

第１項　財産運用収入 5,286,054,277円

第２項　財産売払収入 200,274,787円

第５款　寄附金 ０円

第１項　寄附金 ０円

第６款　繰入金 45,038,836円

第１項　他会計繰入金 45,038,836円

第７款　繰越金 1,389,768,320円

第１項　繰越金 1,389,768,320円

第８款　諸収入 2,056,560,246円

第１項　延滞金、加算金及び過料 2,293,544円

第２項　預金利子 19,310,698円

第３項　受託事業収入 289,464,250円

第４項　貸付金元利収入 1,247,652,334円

第５項　特定施設整備収入 89,888,329円

第６項　雑入 407,951,091円

第９款　組合債 8,998,400,000円

第１項　組合債 8,998,400,000円

歳　　　入　　　合　　　計 35,799,441,415円

歳　　　　　出

第１款　議会費 138,474,194円

第１項　議会費 138,474,194円

第２款　総務費 7,498,625,082円

第１項　総務管理費 7,428,154,815円

第２項　監査委員費 70,470,267円

第３款　企画調整費 1,100,873,134円

第１項　企画調整管理費 930,842,803円

第２項　調査費 170,030,331円

第４款　港営費 3,134,584,144円

第１項　港営管理費 1,347,593,613円

第２項　運営費 1,786,990,531円

第５款　建設費 9,779,038,021円

第１項　建設管理費 1,488,678,913円

第２項　整備費 8,290,359,108円

第６款　公債費 13,305,878,453円

割 合 と す る 。

第 百 三 十 二 条 第 一 項 中 ﹁ 十 分 の 八 ・ 五 ﹂ を ﹁ 十 分 の 九 ﹂ に 、 ﹁ 三 分 の 二 ﹂ を ﹁ 十 分 の 七 ﹂ に 改 め る 。

附 　 則

︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

︵ 経 過 措 置 ︶

２ こ の 規 則 の 施 行 の 日 前 に 地 方 自 治 法 施 行 令 ︵ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ︶ 第 百 七 十 一 条 の 六 の 規 定 に 基 づ い て な さ れ た

履 行 期 限 の 延 期 の 特 約 又 は 処 分 に つ い て は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 名 古 屋 港 管 理 組 合 財 務 規 則 第 三 十 七 条 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。
告　　　　　示
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第１項　公債費 13,305,878,453円

第７款　予備費 ０円

第１項　予備費 ０円

歳　　　出　　　合　　　計 34,957,473,028円

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第６号

平成22年３月定例名古屋港管理組合議会で認定された平成20年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算の要領は、

次のとおりである。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

平成20年度名古屋港管理組合基金特別会計歳入歳出決算

歳　　　　　入

第１款　水族館振興基金収入 730,791,600円

第１項　財産収入 9,414,425円

第２項　寄附金 675,531,668円

第３項　繰越金 5,250,000円

第４項　積戻金 40,595,507円

第２款　海事文化振興基金収入 35,243,134円

第１項　財産収入 372,234円

第２項　寄附金 427,571円

第３項　繰越金 0円

第４項　積戻金 4,443,329円

第５項　繰入金 30,000,000円

第３款　環境振興基金収入 52,945,259円

第１項　財産収入 2,826,561円

第２項　寄附金 28,118,698円

第３項　繰越金 0円

第４項　繰入金 22,000,000円

歳　　　入　　　合　　　計 818,979,993円

歳　　　　　出

第１款　水族館振興基金 725,541,600円

第１項　積立金 684,946,093円

第２項　繰出金 40,595,507円

第２款　海事文化振興基金 35,243,134円

第１項　積立金 30,799,805円

第２項　繰出金 4,443,329円

第３款　環境振興基金 52,940,259円

第１項　積立金 52,940,259円

歳　　　出　　　合　　　計 813,724,993円

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第７号

平成22年３月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た平成22年度名古屋港管理組合予算の要領は、次のとおりである。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

平成22年度名古屋港管理組合一般会計予算

平成22年度名古屋港管理組合一般会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ35,560,000千円と定める。

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」による｡

（債務負担行為）

第２条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表　債務負担行為」による。

（組合債）

第３条　地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる組合債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は、「第３表　組合債」による。

（一時借入金）

第４条　地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、4,000,000千円と定める。

（歳出予算の流用）

第５条　地方自治法第220条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次

のとおりと定める。
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各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足を生じた場合における

同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

第１表　歳入歳出予算

歳　　　入

１　分 担 金 及 び 負 担 金 10,321,127

１　負　　　　　担　　　　　金 10,321,127

２　使 用 料 及 び 手 数 料 5,604,173

１　使　　　　　用　　　　　料 5,604,163

２　手　　　　　数　　　　　料 10

３　国　　庫　　支　　出　　金 1,467,260

１　国　　庫　　負　　担　　金 1,467,260

４　財　　　産　　　収　　　入 6,149,752

１　財 産 運 用 収 入 5,149,742

２　財 産 売 払 収 入 1,000,010

５　寄　　　　　附　　　　　金 10

１　寄　　　　　附　　　　　金 10

６　繰　　　　　入　　　　　金 2,371,731

１　他 会 計 繰 入 金 444,100

２　他 会 計 借 入 金 1,927,631

７　繰　　　　　越　　　　　金 400,000

１　繰　　　　　越　　　　　金 400,000

８　諸　　　　　収　　　　　入 2,199,947

１　延 滞 金 、 加 算 金 及 び 過 料 260

２　預　　　金　　　利　　　子 5,664

３　受 託 事 業 収 入 544,400

４　貸　付　金　元　利　収　入 1,505,523

５　特 定 施 設 整 備 収 入 9,910

６　雑　　　　　　　　　　　入 134,190

９　組　　　　　合　　　　　債 7,046,000

１　組　　　　　合　　　　　債 7,046,000

35,560,000

款 項 金　　　　　　　　　　　額

千円

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計
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歳　　　出

第２表　債務負担行為

１　議　　　　　会　　　　　費 154,690

１　議　　　　　会　　　　　費 154,690

２　総　　　　　務　　　　　費 4,080,087

１　総　　務　　管　　理　　費 4,010,189

２　監　　査　　委　　員　　費 69,898

３　企　　画　　調　　整　　費 1,088,573

１　企　画　調　整　管　理　費 926,961

２　調　　　　　査　　　　　費 161,612

４　港　　　　　営　　　　　費 4,589,213

１　港　　営　　管　　理　　費 1,376,547

２　運　　　　　営　　　　　費 3,212,666

５　建　　　　　設　　　　　費 12,203,437

１　建　　設　　管　　理　　費 1,503,106

２　整　　　　　備　　　　　費 10,700,331

６　公　　　　　債　　　　　費 13,344,000

１　公　　　　　債　　　　　費 13,344,000

７　予　　　　　備　　　　　費 100,000

１　予　　　　　備　　　　　費 100,000

35,560,000

款 項 金　　　　　　　　　　　額

千円

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計

事　　　　　　　　　項

稲 永 ふ 頭 廃 棄 物 埋 立 整 備 費

弥 富 ふ 頭 廃 棄 物 埋 立 整 備 費

堀 川 口 防 潮 水 門 ポ ン プ 所 整 備 費

期　　　　　　間

平 成　 23 年　 度

平 成　 23 年　 度

平 成　 23 年　 度

限　　　　　度　　　　　額

24,500

216,100

53,600

千円
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第３表　組合債

平成22年度名古屋港管理組合基金特別会計予算

平成22年度名古屋港管理組合基金特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ457,000千円と定める。

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」による｡

第１表　歳入歳出予算

歳　　　入

公　共　事　業 3,948,000

港 湾 整 備 事 業 3,098,000

普　通　貸　借

又　　　　　は

債　券　発　行

8.5 ％ 以 内

政府資金については融資条件により、銀行

その他の場合には起債年度から据置期間を

含めて30年度間以内に元利均等、元金均

等若しくは元金不均等の方法で毎年度１期

若しくは２期に分けて償還し、又は満期日

に元金を一括して償還する。ただし、組合

財政その他の都合により据置期間及び償還

期間を短縮し、若しくは繰上償還し、又は

借り換えることができる。

計 7,046,000

千円

起 債 の 目 的 限　　度　　額 起 債 の 方 法 利　　　　率 償　　還　　の　　方　　法

１　水 族 館 振 興 基 金 収 入 433,000

１　財　　　産　　　収　　　入 8,980

２　寄　　　　　附　　　　　金 10

３　繰　　　　　越　　　　　金 10

４　積　　　　　戻　　　　　金 424,000

２　海 事 文 化 振 興 基 金 収 入 1,000

１　財　　　産　　　収　　　入 980

２　寄　　　　　附　　　　　金 10

３　繰　　　　　越　　　　　金 10

３　環 境 振 興 基 金 収 入 23,000

１　財　　　産　　　収　　　入 2,860

２　寄　　　　　附　　　　　金 20

３　繰　　　　　越　　　　　金 20

４　積　　　　　戻　　　　　金 20,100

457,000

款 項 金　　　　　　　　　　　額

千円

歳　　　　　入　　　　　合　　　　　計
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歳　　　出

平成22年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算

（総　則）

第１条　平成22年度名古屋港管理組合施設運営事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　　入

第１款　　施　設　運　営　事　業　収　益 2,710,000千円

第１項　　営　　　業　　　収　　　益 2,689,264千円

第２項　　営　　業　　外　　収　　益 6,175千円

第３項　　特　　　別　　　利　　　益 14,561千円

支　　　　　　　　　出

第１款　　施　設　運　営　事　業　費　用 2,691,000千円

第１項　　営　　　業　　　費　　　用 2,536,810千円

第２項　　営　　業　　外　　費　　用 129,629千円

第３項　　特　　　別　　　損　　　失 14,561千円

第４項　　予　　　　　備　　　　　費 10,000千円

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額1,008,970

千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額19,000千円及び過年度分損益勘定留保資金989,970千円で補

てんするものとする。）。

１　水　族　館　振　興　基　金 433,000

１　積　　　　　立　　　　　金 9,000

２　繰　　　　　出　　　　　金 424,000

２　海 事 文 化 振 興 基 金 1,000

１　積　　　　　立　　　　　金 1,000

３　環 境 振 興 基 金 23,000

１　積　　　　　立　　　　　金 2,900

２　繰　　　　　出　　　　　金 20,100

457,000

款 項 金　　　　　　　　　　　額

千円

歳　　　　　出　　　　　合　　　　　計

区　　　　分 施　　　　設

上　　　屋 40棟

貯　木　場 8か所

荷 役 機 械 10基

施設の維持補修及び

施設の増補・改良工事

一般使用許可面積 91,093

専用使用許可面積 38,590

一般使用許可面積 455,450

専用使用許可面積 995,430

使 用 時 間 13,291

施設維持補修工事及び

上 屋 等 整 備 工 事
740,845

平方メートル

平方メートル

平方メートル

平方メートル

時間

千円

事　　　　　　項 備　　　　　考

事 業 量
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収　　　　　　　　入

第１款　　資 　 　 本 　 　 的 　 　 収 　 　 入 81,030千円

第１項　　固　定　資　産　売　却　代　金 10千円

第２項　　寄 　 　 　 　 　 附 　 　 　 　 　 金 10千円

第３項　　貸 　 付 　 金 　 返 　 還 　 金 81,000千円

第４項　　そ　の　他　資　本　的　収　入 10千円

支　　　　　　　　出

第１款　　資 　 本 　 的 　 支 　 出 1,090,000千円

第１項　　建 　 　 設 　 　 改 　 　 良 　 　 費 392,900千円

第２項　　固 　 定 　 資 　 産 　 購 　 入 　 費 1,603千円

第３項　　企 　 業 　 債 　 償 　 還 　 金 695,497千円

（債務負担行為）

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事　　　　項　　　　　　　期　　　間　　　　　　　限　度　額

荷 役 機 械 整 備 費　　　　　　平成23年度　　　　　 350,000千円

（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、300,000千円と定める。

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　461,311千円

（たな卸資産購入限度額）

第８条　たな卸資産の購入限度額は、20,000千円と定める。

平成22年度名古屋港管理組合埋立事業会計予算

（総　則）

第１条　平成22年度名古屋港管理組合埋立事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

道路整備　　　　　　340メートル

（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　　　　　入

第１款　　埋 　 立 　 事 　 業 　 収 　 益 309,000千円

第１項　　営 　 　 業 　 　 外 　 　 収 　 　 益 308,970千円

第２項　　特 　 　 　 別 　 　 　 利 　 　 　 益 30千円

支　　　　　　　　出

第１款　　埋 　 立 　 事 　 業 　 費 　 用 351,000千円

第１項　　営 　 　 　 業 　 　 　 費 　 　 　 用 324,630千円

第２項　　営 　 　 業 　 　 外 　 　 費 　 　 用 16,340千円

第３項　　特 　 　 　 別 　 　 　 損 　 　 　 失 30千円

第４項　　予 　 　 　 　 　 備 　 　 　 　 　 費 10,000千円

（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額3,926,000

千円は、繰越工事資金3,925,000千円及び減債積立金1,000千円で補てんするものとする。）。

収　　　　　　　　入

第１款　　資 　 本 　 的 　 収 　 入 603,000千円

第１項　　雑 　 　 　 　 　 収 　 　 　 　 　 入 349,895千円

第２項　　貸 　 付 　 金 　 返 　 還 　 金 253,105千円

支　　　　　　　　出

第１款　　資 　 本 　 的 　 支 　 出 4,529,000千円

第１項　　南 部 地 区 埋 立 事 業 費 24,100千円

第２項　　西 部 地 区 埋 立 事 業 費 775,700千円

第３項　　南　５　区　埋　立　事　業　費 56,200千円

第４項　　総 　 　 　 　 　 係 　 　 　 　 　 費 172,983千円

第５項　　企 　 　 　 業 　 　 　 債 　 　 　 費 241,877千円

第６項　　他 　 会 　 計 　 貸 　 付 　 金 1,927,631千円

第７項　　投 　 資 　 有 　 価 　 証 　 券 1,300,000千円

第８項　　雑 　 　 　 　 　 支 　 　 　 　 　 出 20,509千円

第９項　　予 　 　 　 　 　 備 　 　 　 　 　 費 10,000千円

（一時借入金）

第５条　一時借入金の限度額は、1,000,000千円と定める。
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（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第６条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

各項に計上した給料、手当及び法定福利費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各

項の間の流用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費

の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

職員給与費　　　　　344,173千円

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第８号

平成22年３月定例名古屋港管理組合議会の議決を経た平成21年度名古屋港管理組合補正予算の要領は、次のとおりであ

る。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

平成21年度名古屋港管理組合一般会計補正予算

平成21年度名古屋港管理組合一般会計の補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,357,000千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

32,276,000千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出

予算補正」による｡

（繰越明許費の補正）

第２条　地方自治法（昭和22年法律第67号）第213条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経費

は、「第２表 繰越明許費補正」による。

（組合債の補正）

第３条　組合債の補正は、「第３表 組合債補正」による。

第１表　歳入歳出予算補正

（△印は、減額を示す。）

歳　　　入

歳　　　出

款

1 分担金及び負担金 9,715,830 △ 11,000 9,704,830

１　負　　　担　　　金 9,715,830 △ 11,000 9,704,830

２　使用料及び手数料 5,919,036 △ 78,000 5,841,036

１　使　　　用　　　料 5,919,026 △ 78,000 5,841,026

８　諸　　　収　　　入 2,720,951 △ 10,000 2,710,951

６　雑　　　　　　　入 650,514 △ 10,000 640,514

９　組　　　合　　　債 8,928,500 △ 2,258,000 6,670,500

１ 組　　　合　　　債 8,928,500 △ 2,258,000 6,670,500

34,633,000 △ 2,357,000 32,276,000

項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

千円 千円 千円

歳　　　　入　　　　合　　　　計

款

1 議　　　会　　　費 156,974 △ 3,664 153,310

１　議　　　会　　　費 156,974 △ 3,664 153,310

項 補 正 前 の 額 補　　正　　額 計

千円 千円 千円
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第２表　繰越明許費補正

第３表　組合債補正

（△印は、減額を示す。）

款

２　総 務 費

３　企 画 調 整 費

５　建 設 費

１　総 務 管 理 費

２　調 査 費

２　整 備 費

飛島コンテナ埠頭株式会社貸付金

稲 永 ふ 頭 廃 棄 物 埋 立 整 備 費

ガーデンふ頭文化厚生施設補修費

稲 永 ふ 頭 廃 棄 物 埋 立 整 備 費

571,500

20,670

68,250

63,300

千円

項 事　　　　　業　　　　　名 金　　　　　　　額

２　総　　　務　　　費 4,136,837 △ 1,194,503 2,942,334

１　総　務　管　理　費 4,062,443 △ 1,192,335 2,870,108

２　監　査　委　員　費 74,394 △ 2,168 72,226

３　企　画　調　整　費 1,219,966 △ 111,800 1,108,166

２　調　　　査　　　費 290,691 △ 111,800 178,891

４　港　　　営　　　費 3,874,027 △ 28,257 3,845,770

１　港　営　管　理　費 1,374,433 △ 28,257 1,346,176

５　建　　　設　　　費 12,274,196 △ 1,018,776 11,255,420

１　建　設　管　理　費 1,511,595 △ 38,191 1,473,404

２　整　　　備　　　費 10,762,601 △ 980,585 9,782,016

34,633,000 △ 2,357,000 32,276,000

千円 千円 千円

歳　　　　出　　　　合　　　　計

起債の目的

港湾整備事業

単 独 事 業

コンテナ埠頭

整 備 事 業

計

限　　　度　　　額

起債の方法

普 通 貸 借

又 　 　 は

債 券 発 行

8.5％以内

政府資金については融資条件により、

銀行その他の場合には起債年度から据

置期間を含めて30年度間以内に元利

均等、元金均等若しくは元金不均等の

方法で毎年度１期若しくは２期に分け

て償還し、又は満期日に元金を一括し

て償還する。ただし、組合財政その他

の都合により据置期間及び償還期間を

短縮し、若しくは繰上償還し、又は借

り換えることができる。

利　率 償　　還　　の　　方　　法

補正前の額

2,523,000

572,000

1,022,500

8,928,500

千円

△ 1,041,000

△ 572,000

△ 645,000

△ 2,258,000

千円

1,482,000

0

377,500

6,670,500

千円

補　正　額 計
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平成21年度名古屋港管理組合施設運営事業会計補正予算

（総　則）

第１条　平成21年度名古屋港管理組合施設運営事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条　平成21年度名古屋港管理組合施設運営事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた施設欄中「荷役機械

13基」を「荷役機械10基」に改める。

（収益的収入及び支出）

第３条　予算第３条に定めた収益的支出の予定額を、次のとおり補正する。

（△印は、減額を示す。）

（科　　　目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

支　　　　　　　　　出

第１款　　施　設　運　営　事　業　費　用 2,959,000千円 571,075千円 3,530,075千円

第１項　　営 　 業 　 費 　 用 2,786,844千円 △　113,590千円 2,673,254千円

第３項　　特 　 別 　 損 　 失 20千円 684,665千円 684,685千円

（資本的収入及び支出）

第４条　予算第４条に定めた資本的収入の予定額を、次のとおり補正し、かっこ書の「1,348,970千円」を「1,342,680千

円」に、「及び過年度分損益勘定留保資金1,323,970千円」を「、減債積立金23,000千円及び過年度分損益勘定留保資金

1,294,680千円」にそれぞれ改める。

（科　　　目） （既決予定額） （補正予定額） （計）

収　　　　　　　　　入

第１款　　資 　 本 　 的 　 収 　 入 81,030千円 6,290千円 87,320千円

第１項　　固　定　資　産　売　却　代　金 10千円 6,290千円 6,300千円

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第９号

公有水面埋立法（大正10年法律第57号）第２条第１項の規定に基づき、公有水面埋立ての免許の出願があった。その要

領は次のとおりである。

なお、その内容を記載した書面及び関係図書を次のように縦覧に供する。

平成22年４月１日

名古屋港港湾管理者

名古屋港管理組合

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

１　出願人

所　　在　　地　名古屋市港区入船一丁目８番21号

名　　　　　称　名古屋港管理組合

代 表 者 の 住 所　愛知県名古屋市東区古出来二丁目５番11号

代 表 者 の 氏 名　名古屋港管理組合管理者　名古屋市長　河村　たかし

２　埋立区域

⑴　位　置

愛知県弥富市楠二丁目75番、及び同市楠三丁目４-２番、19番の地先公有水面

⑵　区　域

次の①の地点と⑥の地点を順次に結んだ線、⑥の地点と⑧の地点を順次に結ぶ昭和54年７月19日付け指令第2773

号で竣功認可された埋立地の陸地と公有水面との境界線（N.P.＋2.60mにより決定）及び⑧の地点と①の地点を結ぶ

平成16年７月14日付け指令第1511号で竣功認可された埋立地の陸地と公有水面との境界線（N.P.＋1.96mにより決

定）により囲まれた区域

①の地点　名古屋港基準点No.４2（北緯35度02分10秒50・東経136度48分36秒76（以下「基点」という。））か

ら

302度07分55秒 1,051.85mの地点

②の地点　①の地点から 180度00分34秒 23.68mの地点

③の地点　②の地点から 270度00分47秒 0.88mの地点

④の地点　③の地点から 180度00分33秒 261.00mの地点

⑤の地点　④の地点から 90度00分47秒 0.88mの地点

⑥の地点　⑤の地点から 180度00分34秒 15.93mの地点

⑦の地点　⑥の地点から 270度06分03秒 321.31mの地点

⑧の地点　⑦の地点から ０度08分36秒 300.21mの地点

⑶　面積

96,191.36㎡

３　埋立てに関する工事の施行区域

⑴　位置

愛知県弥富市楠二丁目75番、65-20番、及び同市楠三丁目４-２番、19番の地内並びに同地先公有水面
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⑵　区域

次の の地点から の地点までを順次に直線で結んだ線及び の地点と の地点を直線で結んだ線により囲まれた区

域

の地点　基点から 307度33分06秒 934.33mの地点

の地点　 の地点から 180度00分33秒 360.00mの地点

の地点　 の地点から 270度00分33秒 180.00mの地点

の地点　 の地点から ０度00分33秒 40.00mの地点

の地点　 の地点から 270度00分33秒 300.00mの地点

の地点　 の地点から ０度00分33秒 320.00mの地点

⑶　面積

160,800.86㎡

４　埋立地の用途　　

５　出願年月日

平成22年３月19日

６　書面及び関係図書の縦覧

⑴　縦覧期間

平成22年４月１日から平成22年４月21日　

⑵　縦覧場所

名古屋港管理組合名古屋港情報センター（本庁舎１階）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第10号

平成13年名古屋港管理組合告示第31号（名古屋港臨港地区内の分区）の一部を次のように改正する。

平成22年４月１日　

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

３ 弥富都市計画臨港地区名古屋港臨港地区中「大字楠」を「楠」に改める。

３ 弥富都市計画臨港地区名古屋港臨港地区⑵工業港区海部郡飛島村のうち「、西浜の一部」を削り、同⑶特殊物資港区

弥富市のうち「楠三丁目の一部」を「楠二丁目の一部、楠三丁目の一部」に改める。

なお、３ 弥富都市計画臨港地区名古屋港臨港地区⑴商港区海部郡飛島村東浜一丁目の一部、西浜の一部及び弥富市楠二

丁目の一部並びに⑸修景厚生港区海部郡飛島村東浜一丁目の一部については、その範囲を変更した。

ホヘ

ニホ

ハニ

ロハ

イロ

イ

イヘヘイ

用　　　　途

保管施設用地

緑　　　　地

合　　　　計

埋立地の東側に位置

埋立地の西側に位置

約9.3ha

約0.3ha

約9.6ha

配　　　　置 規　　模
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名古屋港管理組合告示第11号

次の港湾施設は、平成22年４月１日から停止面積を変更する。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

施設の種類　荷さばき地

変更前

区画を定めた荷さばき地

（図は省略）

変更後

区画を定めた荷さばき地

図（金城ふ頭東部Ｃ荷さばき地〜同Ｆ荷さばき地）

備考

１　数字は、区画の名称を示す。

２ 金城東Eの区画の面積は、１は2,643平方メートル、２は2,946平方メートル（352平方メートルは停止）、３は2,950

平方メートル、４は1,326平方メートル（16平方メートルは停止）、５は1,332平方メートルである。

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合告示第12号

地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定する指定管理者を次のとおり指定した。

平成22年３月31日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし　

指定に係る施設の名称、指定の相手方及び指定の期間

名　　　　称

（括弧内は、その略称）
等級 位　　置 面　積 区　画

１

級

56号岸壁隣接 2,700
金城ふ頭東部Ｅ荷さばき地

(金城東Ｅ)

平方メートル

図による

名　　　　称

（括弧内は、その略称）
等級 位　　置 面　積 区　画

１

級

56号岸壁隣接 368
金城ふ頭東部Ｅ荷さばき地

(金城東Ｅ)

平方メートル

図による
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訓　　　　　令

訓 令 第 一 号

組 合 内 一 般

工 事 施 行 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 た か し

第 四 十 二 条 第 三 項 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

３ 担 当 部 長 は 、 中 間 検 査 報 告 書 を 受 理 し 、 対 象 部 分 を 確 認 し た と き は 、 請 負 者 及 び 監 督 職 員 に 中 間 検 査 確 認 通 知 書 ︵ 様 式

第 二 十 五 号 の 二 ︶ を 送 付 し な け れ ば な ら な い 。

第 四 十 五 条 第 一 項 中 ﹁ こ の 場 合 に お い て ﹂ の 下 に ﹁ 、 こ の 訓 令 の 規 定 中 ﹁ 請 負 者 ﹂ と あ る の は ﹁ 受 注 者 ﹂ と ﹂ を 、 ﹁ 企 画

調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 及 び 事 務 所 長 ﹂ と ﹂ の 下 に ﹁ 、 第 十 一 条 第 一 項 及 び 第 三 項 中 ﹁ 主 任 現 場 監 督 員 ﹂ と あ る の は

﹁ 主 任 監 督 員 ﹂ と 、 ﹁ 現 場 監 督 員 ﹂ と あ る の は ﹁ 担 当 監 督 員 ﹂ と ﹂ を 加 え 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ 同 条 第 三 号 ﹂ を ﹁ 同 項 第 三 号 ﹂ に

改 め る 。

様 式 第 二 十 五 号 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。

施設の名称

名古屋港湾会館

指定の相手方

名古屋市港区港町１番３号

財団法人名古屋みなと振興財団

理事長　山田　孝嗣

指定の期間

平成22年４月１日から

平成22年８月31日まで

金城ふ頭中央緑地、堀川東緑地、大手ふ頭

緑地、稲永緑地、中川口緑地、新宝緑地及

び船見緑地

名古屋市港区港陽一丁目１番69号

財団法人名古屋港緑地保全協会

理事長　岩田　秀雄

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで

富浜緑地（名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コ

ース）及び同施設外周のサイクリングロー

ドを除く。）、金岡緑地、木場東緑地、木場

南広場、楠広場、楠緑地、楠南広場及び東

浜中央緑地

愛知県豊田市錦町一丁目95番地

ホーメックス株式会社

代表取締役社長　餅原　幹也

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで

名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース）及び

同施設外周のサイクリングロード

名古屋市港区港陽一丁目１番69号

財団法人名古屋港緑地保全協会

理事長　岩田　秀雄

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで

名古屋港ポートビル及びガーデンふ頭臨港

緑園

名古屋市港区港町１番３号

財団法人名古屋みなと振興財団

理事長　山田　孝嗣

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで

名古屋港水族館

名古屋市港区港町１番３号

財団法人名古屋みなと振興財団

理事長　山田　孝嗣

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで

新舞子マリンパーク、南浜緑地及び北浜緑

地

愛知県知多市八幡字小根14番地の29

株式会社日誠

代表取締役　尾之内　誠嗣

平成22年４月１日から

平成26年３月31日まで
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様式第25号の２（第42条関係）

その１

備考　用紙の大きさは、日本工業規格A４とする。

中　間　検　査　確　認　通　知　書

年　　月　　日

様

名古屋港管理組合管理者

下記のとおり対象部分を確認したので、通知します。

記

工　　　事　　　名

契 約 金 額 ￥

着　手 年　　　月　　　日

完　了 年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

工　　　　　　　期

中 間 検 査

年　　　月　　　日

対 象 部 分
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その２

備考　１　この様式は、監督職員に通知する場合の様式である。

２　用紙の大きさは、日本工業規格A４とする。

中　間　検　査　確　認　通　知　書

年　　月　　日

様

建設部担当部長（総合開発担当）

下記のとおり対象部分を確認したので、通知する。

記

工　　　事　　　名

契 約 金 額 ￥

着　手 年　　　月　　　日

完　了 年　　　月　　　日

年　　　月　　　日

工　　　　　　　期

中 間 検 査

年　　　月　　　日

対 象 部 分
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附 　 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

訓 令 第 二 号

組 合 内 一 般

課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者 　

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 程

︵ 課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 一 条 課 の 組 織 の 分 掌 事 務 規 程 ︵ 平 成 八 年 訓 令 第 三 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 九 条 第 一 項 第 二 号 ニ 中 ﹁ 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 企 画 調 整 室 環 境 担 当 ﹂ に 改 め る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 二 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 公 印 取 扱 規 程 ︵ 昭 和 三 十 六 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 印 の 項 を 削 る 。

︵ 公 報 発 行 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 三 条 公 報 発 行 規 程 ︵ 昭 和 三 十 八 年 訓 令 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 安 全 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 四 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 安 全 管 理 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 ﹁ 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 環 境 担 当 ﹂ に 改 め る 。

︵ 工 事 施 行 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 五 条 工 事 施 行 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 十 五 条 第 一 項 中 ﹁ 、 第 四 条 第 一 項 中 ﹁ 及 び 事 務 所 長 ﹂ と あ る の は ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 及 び 事 務 所

長 ﹂ と ﹂ を 削 る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 察 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 六 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 監 察 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 二 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 の 二 第 三 項 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

第 三 条 中 ﹁ 及 び 総 務 部 行 政 管 理 課 担 当 係 長 ︵ 事 務 改 善 担 当 ︶ ﹂ を ﹁ 、 総 務 部 行 政 管 理 課 担 当 係 長 ︵ 外 郭 団 体 改 革 推 進 担

当 ︶ 及 び 総 務 部 行 政 管 理 課 担 当 係 長 ︵ 行 政 シ ス テ ム 改 革 担 当 ︶ ﹂ に 改 め る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 決 裁 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 七 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 事 務 決 裁 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 七 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 九 号 中 ﹁ 及 び 規 則 別 表 第 二 に 掲 げ る 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 り 、 同 条 第 十 二 号 中 ﹁ ︵ 企 画 調 整

室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 を 除 く 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

別 表 第 二 ︵ 個 別 事 務 ︶ の 表 一 企 画 調 整 室 の 表 中 ﹁ 環 境 保 全 セ ン タ ー ﹂ を ﹁ 環 境 担 当 ﹂ に 改 め る 。

︵ 事 務 改 善 委 員 会 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 八 条 事 務 改 善 委 員 会 規 程 ︵ 昭 和 四 十 年 訓 令 第 十 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 五 条 第 二 項 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 ﹁ ︵ 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 を

除 く 。 ︶ ﹂ を 削 る 。

第 七 条 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 九 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 衛 生 管 理 規 程 ︵ 昭 和 五 十 年 訓 令 第 八 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

第 三 条 の 表 六 の 項 中 ﹁ 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 、 ﹂ を 削 る 。

第 九 条 第 一 項 中 ﹁ 政 令 第 三 百 十 六 号 ﹂ を ﹁ 政 令 第 三 百 十 八 号 ﹂ に 改 め る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 研 修 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 研 修 規 程 ︵ 昭 和 六 十 二 年 訓 令 第 六 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 八 条 中 ﹁ 、 企 画 調 整 室 環 境 保 全 セ ン タ ー 所 長 ﹂ を 削 る 。

︵ 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 の 一 部 改 正 ︶

第 十 一 条 名 古 屋 港 管 理 組 合 行 政 文 書 管 理 規 程 ︵ 平 成 二 十 一 年 訓 令 第 五 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 五 号 中 ﹁ 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 計 画 担 当 ︶ ﹂ の 下 に ﹁ 、 企 画 調 整 室 担 当 課 長 ︵ 環 境 担 当 ︶ ﹂ を 加 え る 。

附 　 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

訓 令 第 三 号

組 合 内 一 般

名 古 屋 港 管 理 組 合 職 員 服 務 基 本 規 程 ︵ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 第 十 一 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　
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様 式 第 二 号 中 を

に 改 め る 。

附 　 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

訓 令 第 四 号

組 合 内 一 般

出 勤 簿 処 理 規 程 ︵ 昭 和 二 十 七 年 訓 令 第 五 号 ︶ の 全 部 を 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し

出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 処 理 規 程

︵ 趣 旨 ︶

第 一 条 職 員 の 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 の 処 理 に 関 し て は 、 別 に 定 め る も の を 除 き 、 こ の 規 程 の 定 め る と こ ろ に よ る 。

︵ 定 義 ︶

第 二 条 こ の 規 程 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 出 勤 記 録 　 勤 務 時 間 及 び 休 暇 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 ︵ 昭 和 三 十 二 年 名 古 屋 港 管 理 組 合 規 則 第 六 号 。 以 下 ﹁ 規 則 ﹂ と い

う 。 ︶ 第 十 条 の 規 定 に 基 づ き 、 電 磁 的 記 録 ︵ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な

い 方 式 で 作 ら れ た 記 録 を い う 。 以 下 同 じ 。 ︶ に よ り 各 職 員 の 出 勤 状 態 を 記 録 し て 整 理 す る も の を い う 。

二 出 勤 簿 　 規 則 第 十 条 の 規 定 に 基 づ き 、 電 磁 的 記 録 に よ ら ず 各 職 員 の 出 勤 状 態 を 記 録 し て 整 理 す る も の を い う 。

２ 　 出 勤 簿 の 様 式 は 、 別 に 定 め る 。

︵ 出 勤 記 録 等 管 理 者 ︶

第 三 条 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 は 、 課 長 ︵ 担 当 課 長 を 含 む 。 ︶ 及 び 事 務 所 長 ︵ 以 下 ﹁ 出 勤 記 録 等 管 理 者 ﹂ と い う 。 ︶ が 管 理 す る 。

︵ 出 勤 記 録 等 整 理 者 ︶

第 四 条 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 の 整 理 は 、 出 勤 記 録 等 管 理 者 の 指 定 す る 職 員 ︵ 以 下 ﹁ 出 勤 記 録 等 整 理 者 ﹂ と い う 。 ︶ が 行 う 。

︵ 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 の 記 録 等 ︶

第 五 条 職 員 は 、 登 庁 時 限 ま で に 出 勤 し 、 所 定 の 場 所 に お い て 自 ら 出 勤 記 録 に 記 録 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 出 勤 記 録

に よ る こ と が で き な い 職 場 に 勤 務 す る 職 員 は 、 所 定 の 場 所 に 備 え 付 け ら れ た 出 勤 簿 に 自 ら 押 印 し な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 や む を 得 な い 事 由 に よ り 当 日 中 に 出 勤 記 録 へ の 記 録 又 は 出 勤 簿 へ の 押 印 が で き な か っ た 場 合

は 、 当 該 事 由 を 出 勤 記 録 等 整 理 者 に 申 し 出 て 、 後 日 出 勤 記 録 等 整 理 者 に 出 勤 記 録 へ の 記 録 を 依 頼 し 、 又 は 出 勤 簿 に 押 印 す

る こ と が で き る 。

３ 　 出 勤 簿 へ の 押 印 は 、 朱 色 で し な け れ ば な ら な い 。

︵ 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 の 整 理 ︶

第 六 条 出 勤 記 録 及 び 出 勤 簿 は 、 任 命 権 者 の 命 令 又 は 承 認 、 出 勤 記 録 等 管 理 者 の 通 知 、 本 人 の 届 出 等 に 基 づ き 、 別 に 定 め る

区 分 に 従 い 当 日 中 に 整 理 し な け れ ば な ら な い 。

︵ 勤 怠 成 績 の 報 告 ︶

第 七 条 管 理 者 は 、 職 員 の 勤 怠 成 績 を 調 査 す る た め 、 各 出 勤 記 録 等 管 理 者 に 対 し 勤 怠 成 績 報 告 書 の 提 出 を 求 め る こ と が で き

る 。
附 　 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

訓 令 第 五 号

組 合 内 一 般

被 服 貸 与 規 程 ︵ 昭 和 四 十 六 年 訓 令 第 四 号 ︶ の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

平 成 二 十 二 年 四 月 一 日

名 古 屋 港 管 理 組 合 管 理 者

名 古 屋 市 長 　 河 村 　 た か し 　

第 七 条 第 一 項 第 二 号 中 ﹁ 九 月 三 十 日 ﹂ を ﹁ 五 月 三 十 一 日 ﹂ に 改 め る 。

別 表 類 別 第 二 号 中 を に 、

を に 改 め 、 同 表 類 別 第 三 号 中 制帽 １

﹁

﹂

作業服冬上衣

作業服冬ズボン

﹁

﹂

冬上衣

冬ズボン

制服冬

制服冬

﹁

﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

４

２

﹁

﹂

制服夏上衣

制服夏ズボン

２

２

２

４

﹁

﹂

写 し

郵便番号　　　−　　　

電話番号（　　)　　−　　
住 民 票 の 写 し

﹁

﹂

郵便番号　　　−　　　

電話番号（　　)　　−　　

﹁
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を に 、 を

に 、 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 改 め 、 同 表 類 別 第 六 号 中

を に 、 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 改 め 、 同 表 類 別 第 七 号 中

を に 改 め 、 同 表 類 別 第 八 号 中

を に 、 を

に 改 め 、 同 号 備 考 の 欄 中 イ 及 び ウ を 削 り 、 同 欄 エ 中 ﹁ ﹂

を 削 り 、 同 欄 エ を 同 欄 イ と し 、 同 表 類 別 第 十 一 号 及 び 第 十 二 号 中 を

に 、 ﹁ ﹂ を ﹁ ﹂ に 改 め る 。

附 　 則

︵ 施 行 期 日 ︶

１ 　 こ の 訓 令 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

︵ 経 過 措 置 ︶

２ こ の 訓 令 施 行 の 際 現 に こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 被 服 貸 与 規 程 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 前 の 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に 基 づ き 職 員 に

貸 与 さ れ て い る 被 服 の 取 扱 い に つ い て は 、 次 項 及 び 第 四 項 に 定 め る も の を 除 き 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ こ の 訓 令 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 規 程 別 表 類 別 第 二 号 の 規 定 に 基 づ き 職 員 に 貸 与 さ れ て い る 制 服 夏 上 衣 、 制 服 夏 ズ ボ ン 、

制 服 冬 上 衣 及 び 制 服 冬 ズ ボ ン 並 び に 同 表 類 別 第 八 号 の 規 定 に 基 づ き 職 員 に 貸 与 さ れ て い る 安 全 靴 ︵ 半 長 靴 ︶ は 、 平 成 二 十

二 年 三 月 三 十 一 日 を も っ て 貸 与 期 間 は 満 了 す る も の と す る 。

４ こ の 訓 令 の 施 行 に よ り 、 新 た に 作 業 服 冬 上 衣 及 び 作 業 服 冬 ズ ボ ン ︵ 以 下 ﹁ 作 業 服 ﹂ と い う 。 ︶ を 貸 与 さ れ る こ と と な る

職 員 に 、 別 に 定 め る 規 程 の 規 定 に よ り 既 に 貸 与 さ れ て い る 当 該 作 業 服 に 相 当 す る 被 服 は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正 後 の 被 服 貸

与 規 程 ︵ 以 下 ﹁ 改 正 後 の 規 程 ﹂ と い う 。 ︶ の 規 定 に よ り 貸 与 さ れ た 作 業 服 と み な す 。

５ こ の 訓 令 の 施 行 に よ り 、 新 た に 安 全 靴 ︵ 一 般 ︶ 、 安 全 靴 ︵ 耐 油 性 ︶ 又 は 安 全 靴 ︵ 静 電 性 ︶ を 貸 与 さ れ る こ と と な る 職 員

に つ い て は 、 こ の 訓 令 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 規 程 の 規 定 に 基 づ き そ の 職 員 に 貸 与 さ れ て い る 作 業 靴 ︵ 一 般 ︶ 、 作 業 靴 ︵ 耐

油 性 ︶ 又 は 作 業 靴 ︵ 静 電 性 ︶ の 貸 与 期 間 満 了 の 日 ま で 、 改 正 後 の 規 程 の 規 定 に よ る 安 全 靴 ︵ 一 般 ︶ 、 安 全 靴 ︵ 耐 油 性 ︶ 又

は 安 全 靴 ︵ 静 電 性 ︶ は 貸 与 し な い 。

安全靴作業靴

﹂

服夏上衣

服夏ズボン

２

２

４

２

作業服夏

作業服夏

﹁

﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

２

４

﹁

及び安全靴（半長靴）

﹂

安全靴（耐油性） １ ３

﹁

﹂

作業靴（耐油性）

安全靴（半長靴）

１

１

３

３
﹁

﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

４

２

﹁

﹂

２

２

２

４

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

﹁

﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

４

２

﹁

﹂

上衣

ズボン

２

２

２

４

作業服夏上衣

作業服夏ズボ

﹁

安全靴作業靴
﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

４

２

﹁

﹂

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

２

２

２

４

﹁

安全靴作業靴

﹂
ン

衣

ボン

衣

ボン

２

２

２

２

２

５

４

２

４

４

制服冬ズボン

作業服夏上衣

作業服夏ズボン

作業服冬上衣

作業服冬ズボン

﹁

﹂

制服冬ズボン ２ ５

﹁

﹂

制帽 １ 10
﹁

﹂

５

名古屋港管理組合公告

名古屋港湾会館新館において、港湾関係団体事務室１室の入居希望者を募集します。

なお、募集要項の公表については、下記のとおりです。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

公　　　　　告
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名古屋市長　河村　たかし　

記

１　配布場所及び問い合わせ先：名古屋市港区港町１番９号

名古屋港管理組合港営部関連事業担当

電話番号　052−654−7979

２　名古屋港のホームページ：http://www.port-of-nagoya.jp/

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合公告

港湾法（昭和25年法律第218号）第３条の３第９項の規定に基づき、名古屋港港湾計画の変更の概要を次のとおり公告

する。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし　

１　港湾計画の変更の概要

平成12年４月14日名古屋港管理組合公報第242号により、その概要を公告した名古屋港港湾計画について変更した事項

は、次のとおりである。

⑴　土地造成及び土地利用計画

以下のとおり計画する。

（土地利用計画） （単位：ヘクタール）

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、特に密接に関連する土地利用計画

で内数である。

注２）今回の変更に係る地区についてのみ記述した。

注３）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。

２　港湾計画の縦覧の場所

名古屋市港区入船一丁目８番21号　名古屋港管理組合　企画調整室　計画担当

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

名古屋港管理組合公告

港湾法（昭和25年法律第218号）第54条の３第１項に規定する特定埠頭の運営の事業に係る認定申請があったので、港

湾法施行規則（昭和26年運輸省令第98号）第17条の５第２項の規定により次のとおり公告する。

平成22年４月１日

名古屋港管理組合管理者

名古屋市長　河村　たかし

１　縦覧場所

名古屋港管理組合　企画調整室　調整担当　電話（052）654-7904

名古屋市入船一丁目８番21号　　　　　　 郵便番号 455-0032

２　縦覧期間

平成22年４月15日から同年４月30日まで（ただし、名古屋港管理組合の休日を定める条例（平成３年名古屋港管理組

合条例第７号）で定められた休日を除く。）

３　縦覧時間

午前９時から午後５時まで（ただし、午後０時から午後０時45分までを除く。）

埠
　
　
頭
　
　
用
　
　
地

港

湾

関

連

用

地

工
　
　
業
　
　
用
　
　
地

交

通

機

能

用

地

緑
　
　
　
　
　
　
　
　
地

合
　
　
　
　
　
　
　
　
計

地区名

西部地区
(288)

288

(419)

419

(437)

437

(80)

101

(140)

140

(1,363)

1,384

用
　
　
途
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辞　　　　　令

新

名古屋港管理組合副管理者

旧 氏　　　　名

桐　正　博

（４月１日）

発行所　名古屋市港区入船一丁目８番21号

名 古 屋 港 管 理 組 合


